
令和４年度 受賞者からの言葉
顧 偉長（文学研究科 文学専攻 高度国語・日本語教育コース 後期３年）

この度、大学院委員長特別賞にご選出いただき、誠にありがとうございます。指導教官諸星先生をはじめ、

同研究科の菊地先生、日々励ましてくれた同研究室のみなさんにも、深く御礼申し上げます。

今回の受賞を励みとし、今後もこの賞の名に恥じぬように精進してまいります。

宇田川 千帆（文学研究科 神道学・宗教学専攻 後期３年）

この度は栄えある賞を頂き感謝申し上げます。自分の未熟さに悩む日々が続いておりましたので、大変励み

になり、また身の引き締まる思いです。批判も賞賛も等しく真摯に受け止め、今後も研鑽を積んで参りたいと

思います。

村上 瑞木（文学研究科 史学専攻 日本史学コース 後期1年）

今回、大学院委員長特別賞を受賞し、大変光栄に存じます。私の個々の実績は、家族や、大学院の先生・先

輩方、友人、その他多くの方々のご協力やご縁があってこそのものと思います。この場をお借りして御礼申し

上げます。今後とも研究活動に邁進してまいります。

市川 博之（法学研究科 法律学 研究コース）

修士課程では社会人学生という立場上、様々な制約を感じることもありました。そのような中でこのたびの

様な栄誉に与ることができましたのも、ひとえに坂本先生はじめ多くの先生方の温かいご指導のお陰です。

心より御礼申し上げます。


